





























































































別にみたものとを第1および第2表にまとめて示した. 第 1表は第1次調査 (6月下旬)，第2表
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(第 2次調査)



































20 1 8 
圃の種子および原料用のものを転用した種子と，次第にBSMの発生が多く，かつ発生程度が高

































































































め，その対策をたてるために. 1957 年6~7 月，道内各地の畑で本病発生の有無ど発生程度を
調査した結果の報告である. 麦斑葉モザイク病は北海道のビール大麦栽培地のどこでも発見され
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